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特集 １  第２期林市政スタート / 議会新体制スタート
特集 ２  地域の活動を支援します

tamba.liqlid.jp 検索

みなさんといっしょにみなさんといっしょに
よりよいよりよい広報広報がが
つくりたいんです！つくりたいんです！
「広報たんば」リニューアルに向けた
市民アンケートにご協力ください

行政情報誌

kouhou‐tamba

「ふらっと＊たんば」
「ふらっと＊たんば」 は、 市が募集するテ

ーマにあわせて、 市民のみなさんがいつでも

すきなときに自分の想いやアイデアを書き

込むことができる WEB サイトです。 時間

のある時に 「ふらっと」 立ち寄って、 あなた

の想いを届けてほしい、 だれでも 「ＦＬＡＴ」

に意見を言い合える場でありたい、 そんな願

いから名付けました。 あなたの 「声」 で丹

波市の未来をいっしょに変えていきましょう。

市民参加型オンラインプラットフォーム

期　間：１月10日（金）まで
回答方法：

20 年目の
Challenge！
カワル★広報

「
ふらっ

と＊たんば」であなたの「声」を届けてね！

市民参加型オンラインプラットフォーム

ふらっと＊たんば

➊二次元コードを読取

➋ログインボタンを押す

➌ 「はじめて利用する」 を選択

➍ LINE で新規作成 （推奨）
※メールアドレスでアカウント作成も可

回答はこちらから！
ニックネームで投稿できます

NEW
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私
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
２
期
目
の

ご
信
任
を
賜
り
、
引
き
続
き
市
政
運
営
を

担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
４

年
前
に
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
期
待
の
大
き
さ
と
責
任
の
重
さ
に
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

鮮
明
に
蘇

よ
み
が
え

り
ま
す
。
そ
れ
は
今
も
変
わ
ら

ず
、
愛
す
る
ふ
る
さ
と
丹
波
市
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
今
後
４
年
間
の
「
か
じ
取
り
」
を

担
う
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
丹

波
市
を
良
く
し
て
い
く
た
め
、
選
挙
で
い

た
だ
い
た
様
々
な
声
を
胸
に
、
強
い
気
持

ち
を
持
っ
て
市
政
を
前
に
進
め
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

市
政
運
営
の
柱

　

私
が
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
１
期

目
の
実
績
と
経
験
を
２
期
目
の
市
政
運
営

の
推
進
力
に
変
え
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
期

待
と
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
市
政
運

営
の
柱
と
な
る
考
え
方
は
、
次
の
３
点
に

集
約
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
１
点
目
は
、「
市
民
第
一
」
で
あ
り

ま
す
。
市
民
の
だ
れ
も
が
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
声
を
聴
き
、寄
り
添
い
、結
論
を
得
て
、

と
も
に
前
に
進
む
。
こ
の
考
え
方
を
市
政

運
営
の
基
本
と
し
て
、
す
べ
て
の
市
民
が

住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、「
実
行
し
て
い
く
市
役
所
」

で
あ
り
ま
す
。
１
期
目
の
４
年
間
、
職
員

と
の
一
体
感
を
大
切
に
考
え
、
常
に
市
長

室
の
ド
ア
を
開
け
、
風
通
し
の
良
い
組
織

風
土
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
２
期

目
は
、
こ
の
市
役
所
組
織
の
能
力
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
、行
政
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
で
あ
る
職
員
と
「
市
民
第
一
」
を
共

有
し
な
が
ら
、
着
実
に
成
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
地
域
や
行
政
に
お
け
る
課
題
の
解

決
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
発
足
後
６
回
目
と
な
る
丹
波
市
長
選
挙
を
令
和
６
年
11
月
17
日
に
実
施
し
、

前
市
長
の
林
時
彦
氏
が
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
10
年
12
月
４

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

第
２
期
林
市
政

第
２
期
林
市
政    

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

昭和29年生まれ。春日町野上野。
元建設会社代表。元丹波市議会
議員（平成 20 年から３期連続、
平成 30 年からは議長）。令和２
年12月、第３代丹波市長に就任。
無所属。好きな言葉は「誠実」。

丹波市長 林  時彦
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初議会で所信表明をする
林市長

　

３
点
目
は
、
第
３
次
丹
波
市
総
合
計
画

に
掲
げ
た
「
ま
ち
の
姿
の
実
現
」
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
最
上
位
計
画
で
あ

る
第
３
次
丹
波
市
総
合
計
画
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
つ
く
り
あ
げ
る
計
画
と

し
て
、
丹
波
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
方
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
９
月
の
市
議
会
に
お
い

て
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
７
年

度
か
ら
は
じ
ま
る
こ
の
第
３
次
丹
波
市
総

合
計
画
が
示
す
ま
ち
の
将
来
像
「
ま
な
び 

と
き
め
く 

丹
ま
ご
こ
ろの
里　

～ 

し
あ
わ
せ
輝
く

み
ん
な
の
未
来
へ 

～
」
は
、
丹
波
市
に
関

わ
る
す
べ
て
の
皆
さ
ま
の
願
い
そ
の
も
の

で
あ
り
、
そ
の
実
現
へ
の
歩
み
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
「
し
あ
わ
せ
」
の
実
感
に

つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
各
分
野
別
計
画
の
策
定
や

予
算
編
成
に
お
い
て
、
活
発
な
議
論
を
行

い
、
女
性
や
若
者
の
活
躍
支
援
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
、
地
場
産
業
に
対
す
る
支
援
、

身
近
な
健
康
づ
く
り
、
快
適
で
便
利
な
行

政
窓
口
へ
の
改
革
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
市
民
一
人
ひ
と
り
に
「
し
あ
わ
せ
」

を
実
感
い
た
だ
け
る
よ
う
、
果
敢
に
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。

丹ま
ご
こ
ろの
里
創
生
に
向
け
て

　

今
、
日
本
国
内
で
は
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
お
り
、
丹

波
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
口
減
少
は
避

け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
若
者
、
特
に

女
性
の
流
出
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
丹
波

市
に
住
む
価
値
や
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
、
多
様
な
人
材
を
呼
び
込
み
、
交
流

や
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
地
域
活
力
を
維

持
・
向
上
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
取
組
こ
そ
が
、
女
性
や
若
者
に
選
ば

れ
る
住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く
り
、
人
口
構

成
の
若
返
り
や
人
口
減
少
ス
ピ
ー
ド
の
緩

和
、
ひ
い
て
は
、
人
口
が
減
っ
て
い
く
中

に
お
い
て
も
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち

に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、「
市
民
第
一
」
の
考
え

の
も
と
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
年
代
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支

援
を
直
接
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
取
組
は
、
多
様
性
の
時
代
の
、
多
様

な
暮
ら
し
を
実
現
し
、
だ
れ
も
が
自
分
ら

し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
投
資
で

も
あ
り
ま
す
。

む
す
び
に

　

私
の
考
え
る
丹
波
市
の
よ
い
と
こ
ろ

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
叫

ば
れ
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
も
、「
お
か

え
り
」「
た
だ
い
ま
」
の
言
葉
で
、
お
互

い
の
心
が
通
い
合
う
ま
ち
で
あ
る
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
丹
波
市
に
お
け
る
日

子どもたちに誇りを持って
「帰ってこいよ」と言えるまちの実現に向けて

常
の
営
み
で
あ
り
、
原
風
景
で
す
。
こ
の

よ
う
な
暮
ら
し
を
守
り
、
育
む
こ
と
が
私

の
目
標
で
あ
り
、
使
命
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
決
し
て
私
一
人
の
力
で
実
現
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
や
市
議

会
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
方
が
築
き
上
げ
て
こ

ら
れ
た
丹
波
市
を
守
り
つ
つ
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
の
世
代
が
、
誇
り
を
も
っ
て
子

や
孫
た
ち
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
け
る

よ
う
、
ま
ち
の
魅
力
を
な
お
一
層
磨
き
あ

げ
、
住
み
良
い
丹
波
市
の
実
現
に
向
け
て
、

「
オ
ー
ル
丹
波
市
」
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
丹
波
市
で
暮
ら

す
、
す
べ
て
の
人
が
、「
こ
の
ま
ち
に
生

ま
れ
て
良
か
っ
た
」「
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
感
じ
、
丹
波
市
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人

に
、「
帰
っ
て
こ
い
よ
！
丹
波
市
へ
」「
み

ん
な
お
い
で
よ
！
丹
波
市
へ
」
と
言
い
た

く
な
る
よ
う
な
、「
し
あ
わ
せ
」
を
実
感

で
き
る
ふ
る
さ
と
丹
波
市
の
実
現
に
向

け
、
大
胆
で
あ
り
な
が
ら
も
市
民
に
寄
り

添
っ
た
き
め
細
や
か
な
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
集
：
第
２
期

林
市
政
ス
タ
ー
ト

特
集
：
議
会
新

体
制
ス
タ
ー
ト

多
面
的
機
能

支
払
交
付
金

多
面
的
機
能

支
払
交
付
金

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍
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日
頃
か
ら
、
丹
波
市
議
会
に
対
す
る
あ
た

た
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

谷
水
雄
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
負
託
に
応
え
る
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　

私
た
ち
丹
波
市
議
会
は
今
、
大
き
な
変
革

の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
か
ら
、

議
員
定
数
を
18
人
に
改
め
、
約
半
数
が
新
し

い
仲
間
と
な
り
ま
し
た
。
多
様
な
経
験
と
視

点
を
持
つ
議
員
た
ち
と
共
に
、
市
政
の
新
た

な
可
能
性
を
追
求
す
る
、
ま
さ
に
希
望
に
満

ち
た
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
最
も
大
切
に
し
た
い
の
は
、「
対
話
」

で
す
。
議
会
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
市
長
と
の
建
設
的
な
議
論
を
通
じ
て
、

市
民
福
祉
の
向
上
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
私
た

ち
は
情
報
発
信
を
充
実
さ
せ
、
分
か
り
や
す

い
議
会
だ
よ
り
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
市
民

対
話
で
結
ぶ
「
　
行
政
と
議
会
」 ‐ 

共
に
描
く
市
政
の
発
展 

‐

の
皆
さ
ま
に
議
会
の
活
動
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
直
接
対
話
の

機
会
を
積
極
的
に
設
け
、
皆
さ
ま
の
声
に
耳

を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
の
議
論
を
さ
ら
に
活
性
化
す
る
た
め
、

議
員
間
で
の
自
由
で
建
設
的
な
意
見
交
換
を

促
進
し
ま
す
。
政
策
立
案
に
向
け
て
、
互
い

の
知
見
を
尊
重
し
合
い
、
様
々
な
視
点
か
ら

市
政
の
課
題
に
向
き
合
い
ま
す
。
ま
た
、
調

査
研
究
の
た
め
の
環
境
を
整
備
し
、
議
員
一

人
ひ
と
り
の
政
策
立
案
能
力
の
向
上
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
め
ざ
す
の
は
、
単
な
る
追
認
機

関
で
は
な
く
、
市
政
の
方
向
性
を
積
極
的
に

提
案
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る

議
会
で
す
。
経
験
や
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
す

べ
て
の
議
員
が
丹
波
市
の
発
展
に
真し

ん

し摯
に
向

き
合
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
む
議

会
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
丹
波
市
議

会
へ
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご
鞭べ

ん
た
つ撻
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭和 52年生まれ　氷上町賀茂
平成 28年丹波市議会議員に初当選し現在３期目

議
会
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

議
会
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

就
任
あ
い
さ
つ
　
　

丹
波
市
議
会
議
長
　
谷
水
　
雄
一

丹波市議会議長　谷水　雄一
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太田一誠（63）	
自民党 ④ 青垣町小倉

奥村正行（73）
無所属 ⑥ 氷上町石生

小川庄策（57）
日本維新の会 ③ 青垣町西芦田

酒井浩二（68）	
無所属 ② 氷上町石生

西本嘉宏（77）	
日本共産党 ⑥ 春日町東中

谷水雄一（47）
無所属 ③ 氷上町賀茂

須原弥生（62）
公明党 ③ 市島町下竹田

吉積　毅（61）
無所属 ③氷上町成松

広田まゆみ（69）
無所属 ③ 柏原町柏原

議会の構成
＊議長と副議長
　議長は、議会を代表し、議場の
秩序の保持や議事の整理などいろ
いろな権限が与えられています。
　副議長は、議長が事故または欠
けた場合に議長に代わって職務を
行うなど、議長を補佐します。
＊委員会
　委員会は、本会議に提案された
議案などを専門的に詳しく審査す
るために、少数の議員で構成され
る機関です。
　委員会には、常時設置されてい
る「常任委員会」（総務文教常任
委員会、民生産建常任委員会、予
算決算常任委員会）と「議会運営
委員会」、必要なときに設置する

「特別委員会」があります。

（議席順）

議　長　　　谷水　雄一

副議長　　　須原　弥生

総務文教常任委員会 民生産建常任委員会

委員長 広田まゆみ 委員長 小川庄策

副委員長 東坂範雄 副委員長 酒井浩二

委　員
須原弥生　太田一誠
大垣利明　奥村正行
西本嘉宏　吉積　毅
家田優樹　

委　員
十倉　浩　高橋まみ
前田安城　細見昭文
足立嘉正　大嶋恵子

予算決算常任委員会 議会運営委員会

委員長 足立嘉正 委員長 西本嘉宏

副委員長 十倉　浩 副委員長 吉積　毅

委　員 議長を除く全議員 委　員 十倉　浩　前田安城
小川庄策　広田まゆみ

足立嘉正（64）
無所属 ② 柏原町柏原

東坂範雄  （64）
無所属 ① 山南町長野

大垣利明（52）
無所属 ① 市島町中竹田

高橋まみ（49）	
無所属 ① 市 島 町 南

前田安城（48）
無所属 ① 春日町野上野

細見昭文（76）	
日本共産党 ① 氷上町小谷

大嶋恵子（69）
無所属 ② 山 南 町 梶

家田優樹（27）
無所属 ① 春日町黒井

十倉　浩（54）
公明党 ① 氷上町常楽
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農業者のみまたは農業者および非農業者で構成
される活動組織が対象です。

事業計画に定めた対象農用地面積に応じて交付金
が交付され、農地まわりの草刈り・泥上げや、植
栽などの景観形成活動、啓発普及活動、水路や農
道などの補修・更新といった活動に対して、作業
をする人たちへの日当、資材・花などの購入費、
機械の借上料などに使用できます。

農業や農村地域には、農地や水源の保全、良好な景観形成などの多面的な機能があり、重要な地域資源と
なっています。「多面的機能支払交付金」は、このような環境保全のための地域活動に対する支援制度です。
今回の特集では、制度概要と活動事例を紹介します。

多面的機能支払交付金で

地域の活動を支援します
申 問 農林振興課（春日庁舎）☎ 74‐1707

どんなことに対して支援がありますか どんな人たちが対象ですか

対象や交付内容など、制度の詳細は 9 ページ
で紹介しています。

農業者

農業者 生産法人

農業者型

地域住民

農業者 自治会

地域住民
参加型

南御油地区農地・水・環境保全向上活動の会による水路の生物調査

南御油地区農地・水・環境保全向上
活動の会によるコスモスの種まき
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当初、私たちの組織は、氷上町中央地区の５つの
地域（西中、犬岡、黒田、上成松、常楽）がそれ
ぞれに多面的機能支払交付金事業に取り組んでい
ました。現在は、事務などの効率化をめざして広
域化に取り組み、中央地区の農業者をはじめとす
る複数の団体と連携して、地区内の農業環境維持
向上をめざして活動しています。
また、活動組織の構成団体の１つである「親父の
腕まくりの会」が中心となり、地域の小学５年生
と毎年米づくりを実施しています。今年は地区内
の子どもたちに農業の継承活動として５月に田植
え、９月稲刈り体験を実施しました。

　
地域農業の中心を担っている大規模農業者は、数
年後には 80 歳代を迎え、後継者不足による放棄
田の増加は避けられず、担い手不足解消が重要な
課題です。地域計画を立案し、農地の集約を見据
え、行政やほかの地区の大規模農家と話し合い、
連携を図っています。少しずつではありますが、
持続可能な活動となるように前向きに取り組んで
います。

　
平成 30 年頃から、野生のイノシシ、シカなどに
よる田畑の農作物被害が増加しています。令和３
年度から年２回以上、組織の役員を中心とした獣
害柵の点検や集落ぐるみで電気柵を点検・補修し、
水田を管理してきました。現在は、多面的機能支

取組の概要

今後の課題

取組の効果

農地の取水元である地下水や河川水の水質調査を
毎年実施しています。交付金を活用して水質検査
キットを購入し、地区内に複数ある浅井戸などで
実施しています。また、用水路の草刈りや土砂上
げに加え、農道整備や揚水機、取水施設の修理を
実施しています。

その他

中央地区農地・水・環境保全協議会（氷上地域）

事務局　池田将
ま さ の り

徳さん

こんなことに活用しています

払交付金を活用し、新たな
柵の設置や保守点検、草刈
りによる維持管理を行うこ
とで農作物の被害を防いで
います。

取組事例１
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自治会の会員を中心に農地のあぜや水路の草刈
り、ごみ拾いを行っています。夏休みには「農業
用水路の探検」と題し、子ども会や公民館事業と
連携して地域の子どもたちと一緒に水路の生き物

兼業農家を中心に、高齢化でどんどん農業を断念
する人が増え、後継者不足が今後の課題です。私
たちの地区は平地で広く、機械もたくさんあるた
め、みんなで草刈りをしていますが、高齢化に伴
い水路の除草や掃除が年々大きな負担となってお
り、作業の継続についても考えていく必要があり
ます。点在する農地の集約化などをはじめ、地域
の農地や環境を守るために、みんなで力を合わせ
ながら取り組んでいます。

　
使われなくなった農地を活用し、景観作物として
コスモスの種をまく取組を行っています。規模は
まだ小さいですが、毎年きれいに咲いてくれるの
で、秋の見頃になるとたくさんの方が写真を撮り

生き物観察を通して、農地周辺の自然環境につい
て学ぶことで、直接農業に関わりがない子どもた
ちにも関心をもってもらうきっかけになっていま
す。ドジョウやメダカ、ザリガニなどの生物を採
集でき、毎年参加してくれる子の中には大人より
も詳しくなり、捕まえ方などを教えてくれるよう
になるなど、うれしい反響もあります。農地周辺
の生物環境調査にとどまらず、子どもたちにとっ
て自然と触れ合う楽しさを知る良い機会になって
いると感じています。

今後の課題
その他

取組の概要 取組の効果

稲継共同活動の会（氷上地域）

副代表　藤原　亨
とおる

さん

代表　藤原義
よ し ひ こ

彦さん

こんなことに活用しています

取組事例２

などを観察する企画を実施し
ています。このほか、農地に
水を送るパイプラインが敷設
から約 30 年が経過し劣化し
始めていることから、見回り
や修理も行っています。

に来てくれています。道路
沿いにあることから、通勤
通学の人たちが足を止めて
観賞している姿を見ると、
やりがいを感じます。
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多面的機能支払交付金制度

■対象　農業者のみまたは農業者および非農
業者で構成される活動組織
■交付額　対象農用地面積に地目および活動
区分ごとの交付単価を乗じた金額（５年間）
■対象農用地　次の①または②を満たす事業
計画内の田・畑・草地
①農振農用地区域内  
②①のほか、都道府県知事が必要と認める農用地
■交付金使途　事業開始時に作成する５年間
の事業計画に基づき実施する事業のうち（１）
～（３）のいずれかにかかる活動費

（例）作業日当、物品購入・リース費、工事費、
事務費など

（１）農地維持支払交付金
地域資源の基礎的な保全活動

（例）農用地・水路・農道などの草刈り、泥上
げなど

（２）資源向上支払交付金（共同）
施設の軽微な補修

（例）水路のひび割れ補修、農道の部分補修など
農村環境保全活動

（例）外来種駆除、景観作物の植栽、農道等の
ごみ拾い（クリーン作戦）など

区分 ①農地維持 ②資源向上
（共同）

③資源向上
（長寿命化）

田 3,000 2,400 4,400

畑 2,000 1,440 2,000

草地 250 240 400

支払交付金の交付単価　※上限単価（円 /10a）

丹波市では、地域の共同活動や農繁期の人手不足対策として、短時間・短期間のみの募集でも可能
な農業バイトアプリを活用した労働力確保に向けた取組を推進しています。

〇農業を手伝ってもらっていた家族や近所の友
人・知人が、体調不良や予定が合わず、協力し
てもらえなくなった
〇集落内の住民が高齢化・人口減少により、地
域の草刈りや水路掃除などが予定した時間内に
終わらない、力仕事を伴う作業がつらくなった。

１日だけ、数時間だけなど、短期間・
短時間でも募集可能です。

農業未経験者でも応募
できます。

農業者や地域の共同活動役員 農業やアルバイトを体験したい人

「子育ての合間に」「休日に副業として」「毎日
は難しいが週２～３日程度なら」など、空いた
時間で希望に合わせて働くことができます。

「農業に興味はあるが、まずはお試しで」「短時
間でも地域貢献になるなら」など

詳しくは

こんな方にオススメ こんな方にオススメ

利用してみませんか

多面的機能発揮推進
協議会ホームページ

詳しくは

多面的機能の増進を図る活動
（例）遊休農地の有効活用、地域住民と伝統のし

め縄づくり、田んぼダムなど
（３）資源向上支払交付金（長寿命化）

老朽化が進む施設の補修・更新など
（例）水路の更新、農道舗装、ゲート・バルブの

更新等
■申込方法　活動開始年度の６月 30 日までに申
請書類を農林振興課に提出

地域での環境保全活動に活用ください！

農作業マッチングサービス
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３. 凍結して水が出ないときは
凍った部分にタオルなどをかぶせ
て、蛇口側からぬるま湯をゆっく
りかけてください。熱湯をかける
と水道管が割れたり、破裂したり
することがありますのでご注意く
ださい。

４. ひび割れや破損を発見したときは
水道メーターボックス内の止水栓を閉めて、破
裂・ひび割れした箇所に布やテープを巻いて応
急処置をし、市指定給水装置工事事業者に修理
を依頼してください。
※詳しくは、市のホームページを確認
ください。

種　別 12/29（日） 12/30（月） 12/31（火） １/ １（水） １/ ２（木） １/ ３（金）
休日応急診療所

受付時間 : 午前 8 時 30 分 ~11 時 30 分・午後 1 時 ~4 時 30 分
※来院前に要電話☎ 88-5800

竹田 淑恵
内科

かかりつけ医に
相談ください

田中 庸生
外科

足立 省三
内科

里 直行
内科

船坂 眞里
外科

休日救急歯科診療
診療時間：午前９時～正午

※来院前に要電話

吉竹歯科医院
（市島町市島）
☎ 85‐0527

清水歯科医院
（山南町谷川）
☎ 77‐3111

谷水歯科クリニック
（柏原町柏原）
☎ 73‐0648

佐竹歯科医院
（氷上町御油）
☎ 82‐2045

うめおか歯科クリニック
( 柏原町母坪）

☎ 72‐4618

田中歯科クリニック
（氷上町成松）
☎ 82‐1510

休日対応薬局
営業時間：午前９時～午後５時

ひやくセンター薬局
（氷上町石生）
☎ 80‐1800

かかりつけ薬局に
相談ください

ひなた薬局
（柏原町柏原）
☎ 70‐2100

ビッグふれあい薬局
（氷上町石生）
☎ 78‐9382

フラワー薬局（丹波店）
（氷上町石生）
☎ 80‐1193

ひやくセンター薬局
（氷上町石生）
☎ 80‐1800

年末年始の応急診療

水道管の凍結・破裂に注意

年末年始などの市役所関連業務

　 健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5082問

H P

１. 市役所業務・コンビニ交付サービス
市役所業務は、年内は 12 月 27 日（金）で終了
します。年始は１月６日（月）から行います。休
業中は、住民異動届出および住民票や印鑑証明・
所得証明などの発行はできません。また、コンビ
ニエンスストアでは、12 月 29 日（日）～１月３
日（金）はすべての証明書、１月 15 日（水）は
戸籍に関するものを除く証明書が取得できませ
ん。なお、出生届や死亡届など戸籍届出書の受付
は、年末年始の期間中も行います。

２. 斎場の休館日
年末年始の期間中の一般火葬予約は、市役所また
は葬儀を依頼する市内葬祭業者を通じて受け付け
ます。なお、小動物の火葬受付は、１月３日（金）

問市民課（本庁舎内）☎ 82‐2002

午前９時から開始しますので、直接斎場へ申し込
みください。
■休館日
柏原斎場・氷上斎場 / １月１日（水）・２日（木）
氷上斎場葬祭棟 /12 月 31 日（火）～１月３日（金）

３. 住民センターなどの施設予約
12 月 29 日（日）から１月３日（金）まで、各住
民センターの休館に伴い、ネットを含む予約受付
を停止します。窓口・電話での予約受付は１月４
日（土）午前９時から、インターネットでの受付
は午前 10 時から開始します。

問環境課（本庁舎内）☎ 82‐1001
柏原斎場　☎ 72‐5588

問市民活動課（氷上住民センター内）☎ 82‐0409

　
気温がマイナス４度以下になると、給水管や水道
メーター、蛇口などが凍って水が出なくなり、破
裂することがあります。特に屋外にある水道の蛇
口などは、寒さに備え、凍結防止をお願いします。
また、空き家や公民館など、日常的に水道を利用
しない建物は、止水栓を閉めるなど凍結防止対策
をお願いします。

１. 防寒方法
水道管に保温材や毛布などを巻き、水道メーター
ボックス内には、布や発泡スチロールなどを入れ
て防寒してください。

２. 水道メーターボックスの除雪
水道メーターボックスの上に雪が積もったとき
は、除雪をしてください。

申 問 上下水道お客様センター（春日庁舎内）
☎ 88‐5107
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マイナンバーカードの更新
　
各種有効期限
マイナンバーカードの有効期間は、発行から 10
回目の誕生日（未成年者は５回目）まで、電子
証明書の有効期間は、年齢を問わず発行から５
回目の誕生日までです。

カードの更新
対象者には「更新のお知らせ」と「マイナンバー
カード交付申請書」が届きます。オンライン・郵
送、または市民課の窓口でマイナンバーカードの
更新手続きができます。更新手数料は不要です。

■留意点
・更新にはカードを交付時に設定した暗証番号が
必要です。忘れた場合は窓口で再設定ができま
す（本人確認書類が必要な場合もあります）。

・代理手続きを希望する場合、事前に問合せください。

■相談希望者　①マイナンバーカード②設定し
ている４桁の暗証番号
■申請希望者　①二次元コードの付いた交付申
請書②通知カード（所有者のみ）③本人確認書
類２点

必要書類

■とき　午後１時～３時
１月 17 日    （金）　山南住民センター
１月 24 日（金）    ライフピアいちじま

　
マイナンバーカードやマイナポータルなどの活
用方法についての相談会を実施します。相談会で
は、マイナンバーカードを申請することもできま
す。また、市民課窓口でも相談や申請の受付を常
時行っています。

マイナンバーカードのわからないこと相談会

本人確認書類の例
顔写真あり１点＋顔写真なし１点
例：免許証（運転経歴証明書）＋医療受給者証など
または顔写真なし２点　例：介護保険証＋医療受給者証など

出生届提出時にマイナンバーカードが申請できます

出生届の提出と併せてマイナンバーカードの申
請ができるようになりました。

出生届と同時に乳児のマイナンバーカード手続
きを行う場合、各支所または市民課窓口で受け付
けます。

満１歳未満のマイナンバーカードは、顔写真なし
のものに切り替わるため、申請時に顔写真の貼り
付けは不要です。

満１歳未満で新規にマイナンバーカードの申請
を行う場合、特急発行の対象となります。

第２・３木曜日の夜間更新窓口の開設

市民課窓口で電子証明書の更新窓口を開設します。

■とき　第２、３木曜日の午後５時 30 分～７時 15 分
■定員　10 人※要予約、先着順
■予約方法　手続きを希望する日の前日午後５時
までに、電話または市のホームページに掲載して
いる申請フォームから予約ください。
※マイナンバーカードの更新手続は受
付できません。平日または休日開庁窓
口で手続きください。

１月   ９日（木）午後５時 30 分～７時
１月 16 日（木）午後５時 30 分～７時
１月 25 日（土）午前９時～正午
本庁舎市民課および各支所に予約してください。
■予約受付　木曜日夜間交付の場合は前日まで。
土曜日交付の場合は市民課窓口は２日前まで、各支
所窓口は１週間前の金曜日午後５時まで。

マイナンバーカード通信  問 市民課 ( 本庁舎内 ) ☎ 82‐2002申

マイナンバーカード時間外交付

POINT １

POINT ２

POINT ３

12 月２日（月）から １月から

　
電子証明書の更新
対象者には「更新のお知らせ」が届きます。有効
期限の３カ月前から、最寄りの支所または市民課
の窓口で手続きできます。更新手数料は不要です。

12 月２日から新設された、新生児やカード
紛失時など特定の要件を満たした方を対象
に、申請から１週間以内（最短５日）でマイ
ナンバーカードが受け取れる仕組みです。市
民課の窓口のみで手続きできます。詳しくは
市民課まで問い合わせください。

特急発行とは
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固定資産税の

申告や届出を忘れずに

固定資産税（償却資産）の申告を！
太陽光発電などの償却資産の所有者は、１月１
日現在の所有状況を１月 31 日（金）までに税務
課へ申告してください。
償却資産とは、土地・家屋以外の有形の事業用
資産で、自動車税・軽自動車税の対象となる車
両を除く、所得税法または法人税法の所得の計
算上、減価償却の対象となる資産をいいます。
なお、申告内容の確認のため、実地調査などを
行うことがあります。
会社・個人を問わず、事業用として太陽光発電
設備を設置した場合は、申告対象になります。
住宅に設置した 10 キロワット以上の設備も申告が
必要です（家屋の屋根一体型のものを除く）。詳し
くはホームページを確認ください。
■提出期限　１月 31 日（金）
※期限間近は混雑がする恐れがありま
す。混雑回避のため、早めの提出に協
力ください。

家屋の取り壊しや未登記家屋の所有者変更の際
には届出を！
　12 月末までに、家屋の取り壊しや未登記家屋の
所有者を変更したときは、税務課への届出が必要
です。届出がないと翌年度もそのまま固定資産税
が課税されますので注意ください。

問 税務課（本庁舎内）☎ 82‐2003　　申

H P

　
冬は、夜が長くなり暖房や照明をつけている時間
が長くなることで、光熱費が高くなります。くら
しの工夫で省エネ・節電をしてみましょう。

　
①エアコンの風向き（吹き出
し角度）を水平に対して 60 度
以上の下向きにし、暖かい空
気を下に届ける。
②サーキュレーターなどを併
用し、暖まった空気を循環さ
せる。
③ファンヒーターなどは、冷
気が入りやすい窓の近くに設置
する。
④炊飯器の長時間保温をしない。
⑤風呂は間隔を空けずに入り、
追い焚き回数を減らす。浴槽
のふたは必ず閉める。
⑥トイレの暖房付き便座につ
いて、使用しない時はふたを閉
める。

冬の省エネのポイント

H P

 問 環境課 ( 本庁舎内 ) ☎ 82‐1290

丹波市ゼロカーボンアクション丹波市ゼロカーボンアクション

省エネルギー・節電推進省エネルギー・節電推進

H P

　
地球温暖化などにより失われつつある生物多様性
の回復と保全をめざし、丹波地域でできる地域資
源の活用やカーボンニュートラルについて、専門
家や地元活動団体から学ぶシンポジウムを開催し
ます。

■とき　１月 31 日（金）午前 10 時～午後４時
20 分
■ところ　四季の森生涯学習センター（丹波篠山市）
■講師　兵庫県立大学名誉教授　服部保

たもつ

さんほか

申 問 丹波県民局県民躍動室環境課☎ 73‐3877

山の活用と地域循環を考える山の活用と地域循環を考える

シンポジウムシンポジウムをを開催開催

ホームページ申込フォーム

※詳しくは市のホームページを
確認ください。

■定員　200 人※先着順
■申込方法　申込フォーム
■その他　シンポジウムはウェブでも配信します。

60 度
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■実施期間　４月１日（火）～１年間
■対象　①自治協議会・自治会（子ども会・グル
ープなど）※校区（青垣、市島地域は旧小学校区）
以上を対象とするイベントなどを実施する場合に
限る② NPO、各種実行委員会など※規約や会計
を定めている団体に限る。
■申請方法　市民活動課・各住民センター・ライ
フピアいちじま・市民プラザに設置、または市の
ホームページに掲載の申請書類を市民活動課に提
出ください。
■申込期限　①提案補助金：１月 24 日（金）
②応援補助金：４月１日（火）～令和８年２月
20 日（金）※予算が無くなり次第終了
■公開審査　提案補助金はプレゼンテーション形
式で公開審査を行う予定です。

補助金名
活躍市民によるまちづくり事業

応援補助金

区分 提案補助金 応援補助金

対象事業

小学校区以上（青垣・市島地域は旧
小学校区）が対象の社会的・地域的
な課題解決のための活動や地域を活
性化する活動

補助金
対象経費の３分の２以内

上限 30 万円 上限５万円

交付団体 10 団体程度 10 団体程度

補助限度 初回から３年まで １回のみ

審査方法 公開審査 書類審査

　
市民の皆さんの提案による市の社会的・地域的な課題の解決や地域の活性化につながる活動を継続的
に実施する団体に対して、事業費の一部を補助します。

問　市民活動課（氷上住民センター内）☎ 82‐0409申

令和７年度募集開始

市民主体のまちづくりを応援します
H P

もうお済みですかもうお済みですか

児童手当制度改正に伴う手続き児童手当制度改正に伴う手続き
H P

 問 社会福祉課 ( 本庁第２庁舎内 ) ☎ 88‐5287

児童手当制度改正に伴い、次の①～③に該当する人
は、新たに申請が必要です。

■対象　
①現在、所得超過のため児童手当を受給していない。
②高校生年代（18 歳到達後の最初の年度末まで）
の子のみを養育している。
③現在、児童手当を受給している。
※①②は丹波市に住所を有する子の居る世帯に限る。
※該当者には９月中旬に申請勧奨通知を発送して
います。
■提出先　社会福祉課または各支所窓口
■申請期限　３月 31 日（月）必着
※市外に住所を有する児童を養育しているなど、
新たな支給要件に該当しているが通知等が届いて
いない場合や、その他不明なことがある場合は問
い合わせください（公務員の場合は勤務先に問い
合わせください）。

申

　
３月 31 日（月）までに申請した場合
令和６年 10 月分まで遡って手当を支給します。

４月１日（火）以降に申請した場合
申請月の翌月分から手当を支給します。

「児童手当 支払通知書（年間）」の送付を廃止
10 月分（12 月支給）から、「児童手当支払通知
書（年間）」の送付を廃止します。奨学金や住宅
ローンなどの申請の際に「児童手当支払通知書」
が必要な場合は、社会福祉課まで連絡ください。
※交付までに数日要します。

児童手当制度改正のポイント
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H P
申 問 一般社団法人ネクストゼロ

（ライフピアいちじま内）☎ 85‐3032文化ホールイベント情報文化ホールイベント情報

■作品名　FLY ！フライ！
■とき　１月 13 日（月）午
後１時 30 分開場、午後２時
上映
■ところ　春日文化ホール
■定員　500 人※先着順
■料金　無料

　
■とき　１月 26 日（日）午後１時開演
■ところ　ライフピアいちじま大ホール
■定員　500 人※先着順
■出演　市内や近隣自治
体で活動する和太鼓７チ
ームとスペシャルゲスト
■料金　無料

■とき　２月 24 日（月）午後１時 30 分開場、
午後２時開演
■ところ　ライフピアいちじま大ホール
■出演　トニーヒロタ、坂本冬休み
■定員　500 人※未就学児入場不可
■料金　2,300 円、全席指定

チケット販売
各プレイガイド、ローソンチケット、チケットぴあ、イープラスで販売
※電話予約は一般社団法人ネクストゼロで受付

■とき　２月９日（日）午後１時 30 分開場、午
後２時開演
■ところ　ライフピアいちじま大ホール
■出演　桂吉弥、笑福亭由瓶、桂雪

ゆ き し か

鹿
■定員　500 人
■料金　1,500 円（当日 2,000 円）、全席自由
※ ３ 才 以 上
は有料、３才
未 満 で も 座
席 が 必 要 な
場合は有料

第８回丹波寄席
「桂吉

き ち や

弥・笑福亭由
ゆ う へ い

瓶ふたり会」

N
ニ ュ ー

EW   Y
イ ヤ ー

EAR   C
シ ネ マ

INEMA  2025 第 22 打！和太鼓フェスタ「彩」

爆笑！
ものまねお笑いステージ
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H P

　
書道講座
■とき　２月２日（日）午前 10 時～ 11 時 30 分
■ところ　春日住民センター
■講師　奈良教育大学准教授・丹波アートコン
ペティション書部門審査員　西村大

だ い す け

輔さん
■演題　「自分の好きなことば」を色紙に書く
■定員　20 人程度
■申込期限　１月 26 日（日）

　
だれもが気軽に文化芸術に触れる機会として、
美術講座を開催します。

共通事項
■申込方法 　各住民センター・ライフピアい
ちじまに設置の「参加申込書」に必要事項を記
入し、文化・スポーツ課に持参、ま
たは申込フォーム、 FAX で申し込み
ください。※申込多数の場合は抽選

申 問 文化・スポーツ課（春日文化ホール内）
☎ 74‐1050　 74‐2855

文化芸術に触れる美術講座文化芸術に触れる美術講座

「アートスパイス」「アートスパイス」をを開催開催
Ｆ

申込フォーム

写真講座
■とき　２月 11 日（火）午後１時～２時 30 分
■ところ　春日住民センター
■講師　二科会写真部会員・丹波アートコンペ
ティション写真部門審査員　山岡成

し げ お

男さん
■演題　初心者向け写真講座
■定員　20 人程度
■申込期限　２月２日（日）
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たんば黎明館１階に「黎明カフェ」がオープン
しました。新丹波名物「丹

まごころ

のあんバターサンド」
をはじめ、味だけでなく見た目にもこだわった
スイーツとランチを提供しています。たんば黎
明館の明治時代から続くレトロな空間でランチ
やティータイムをお楽しみください。

H P

 問 観光課 ( 春日庁舎内 ) ☎ 88‐5115　

レトロな空間でランチやティータイムをレトロな空間でランチやティータイムを

黎明カフェがオープン黎明カフェがオープン

　
４月から農地の貸借方法が変わります。

申 問 農林振興課（春日庁舎）☎ 74‐1707

令和７年４月から変わります令和７年４月から変わります

農地の貸し借り制度農地の貸し借り制度
　
第 43 回「全国中学生人権作文コンテスト」兵庫
県大会丹波地区（丹波市・丹波篠山市）予選の市
内の入賞者を発表します。

■内容　基本的人権の重要性・必要性について、
日常の中での体験や考えたこと
■応募総数　2,090 件（11 校）※丹波篠山市も含む
■市内入賞者
○最優秀賞（３人）
大
お お に し

西　真
ま な と

翔さん（柏原中学校２年）
「ぼくができること」※兵庫県大会で奨励賞受賞

荒
あ ら き

木　　絆
きずな

さん（氷上中学校３年）
「ネットを扱うにあたって」※兵庫県大会で奨励賞受賞
脇
わ き も と

本　紗
さ ゆ

有さん（氷上中学校２年）
「イメージから作られる思い込み」※兵庫県大会で

兵庫高齢者・障がい者人権委員会賞受賞
○優秀賞（８人）
稲
い な が み

上　心
こ よ り

和さん（柏原中学校３年）
「見えないこと」

中
な か の

野　大
た い し

志さん（柏原中学校２年）
「平和の祭典から学ぶこと」

吉
よ し ず み

住　ももさん（氷上中学校２年）
「普通の『家』って？」

荻
お ぎ の

野　愛
え り

理さん（氷上中学校１年）
「SNS」

足
あ だ ち

立　琉
る き や

煌哉さん（青垣中学校３年）
「『僕が皆に伝えたい事』」

塩
し お つ

津　真
ま や

弥さん（青垣中学校３年）
「十五歳、私がみんなに伝えたいこと」

西
に し が き

垣　さやかさん（山南中学校３年）
「人権問題について」

内
う ち や ま

山　稀
の の か

々香さん（市島中学校３年）
「『法の下に平等』を目指すために」

H PH P 全国中学生人権作文コンテスト全国中学生人権作文コンテスト

丹波地区予選丹波地区予選入賞者発表入賞者発表
問　人権啓発センター ( 氷上住民センター別館内 ) ☎ 82‐0242

※入賞作品
は市のホー
ムページに
掲載してい
ます

■定休日　水曜日
■席数　18 席

地域計画に基づいた農地の貸借手続き
農地中間管理機構による貸し手と借り手による公
募制のマッチングは廃止され、地域の話し合いに
よる「地域計画」に基づき、農地の貸し借りの手
続きを行うことになります。「地域計画」を作成し
ていない地域にある農地は、貸し手と借り手の双
方からの申し込みにより、農地中間管理機構を通
じて利用権を設定することになります。
※農地中間管理機構を通じての利用権
設定は、原則 10 年以上の期間設定とな
ります。詳しくは、市のホームページ
を確認ください。

相対契約による利用権設定を希望する場合
■申込期限　２月 28 日（金）
■申込先　農林振興課
※「地域計画」を作成した地域は、相対契約によ
る利用権設定はできません。また、農地法第３条
の貸借制度は存続します。

農地中間管理機構とは
知事から指定を受けた公的機関で、「公益社団法
人ひょうご農林機構」が指定を受けています。市
は機構から事務の一部移譲を受けて、契約手続や
相談を行っています。

詳 しくは 黎 明 館 の
ホ ー ムペ ージ を 確
認ください。
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集
：
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林
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政
ス
タ
ー
ト
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集
：
議
会
新
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制
ス
タ
ー
ト

多
面
的
機
能

支
払
交
付
金

多
面
的
機
能

支
払
交
付
金

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍
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農
林
振
興
課
（
春
日
庁
舎
内
）

☎
88
‐
５
０
２
９

年
末
火
災
特
別
警
戒
を
実
施

冬
場
は
火
気
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
、
空
気
も
乾
燥
し
て
い

る
た
め
、
火
災
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
消
防
本
部
と
消

防
団
で
は
、
安
全
・
安
心
に
年

末
年
始
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

巡
回
警
備
や
防
火
啓
発
活
動
な

ど
、
年
末
火
災
特
別
警
戒
を
実

施
し
ま
す
。
火
気
の
使
用
後
や

お
出
か
け
前
、
お
休
み
前
に
は

火
の
元
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
課
（
消
防
本
部
内
）
☎

72
‐
２
２
５
５

労
働
保
険
の
加
入
手
続
を

労
働
保
険
は
、
労
働
者
災
害
補

償
保
険
と
雇
用
保
険
の
略
称
で

す
。
常
勤
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態
に
か
か

わ
ら
ず
、
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
事
業
所
は
、
加

入
手
続
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
事
業

主
は
、
速
や
か
に
労
働
局
へ
相

談
く
だ
さ
い
。

　

兵
庫
県
労
働
局
労
働
保
険

１
月
14
日
か
ら
２
月
中
旬
ま

で
春
日
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
利
用
で
き
ま
せ
ん

１
月
14
日
か
ら
２
月
14
日
は
、
改

修
工
事
の
た
め
春
日
庁
舎
内
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

春
日
支
所
（
春
日
庁
舎
内
）

☎
88
‐
５
１
３
０

「
緑
の
募
金
」
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
森
と
緑
を
守
り
育
て
る
た
め
の

「
緑
の
募
金
」
に
、
市
内
の
林
業

関
係
企
業
や
団
体
か
ら
募
金
い

た
だ
き
ま
し
た
。
市
役
所
窓
口

で
の
募
金
と
あ
わ
せ
て
、
県
内

の
森
林
整
備
や
地
域
の
緑
化
活

動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

■
協
力
企
業
・
団
体　

丹
波
市

森
林
組
合
・
丹
波
ひ
か
み
森
林

組
合
・
㈱
木
栄
・
㈱
森
の
わ
・

㈲
ウ
ッ
ズ
・
㈱
山
本
木
材
・
㈱

バ
イ
オ
マ
ス
た
ん
ば
・
㈱
フ
ォ

レ
ス
ト
・
ド
ア
（
順
不
同
・
敬

称
略
）

■
講
師　

神
戸
大
学
地
域
連
携

推
進
本
部　

松
下
正ま

さ
か
ず和

さ
ん

　

社
会
教
育
・
文
化
財
課
（
山

南
庁
舎
内
）
☎
70
‐
０
８
１
９

第
３
回
市
島
歴
史
講
座

「
消
防
団
の
歴
史
に
つ
い
て
」

■
と
き　

１
月
23
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ　

ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち

じ
ま
研
修
室

■
講
師　

市
島
町
史
実
研
究
会

会
長　

井
上
英ひ

で
み
ち道
さ
ん

　

社
会
教
育
・
文
化
財
課
（
山

南
庁
舎
内
）
☎
70
‐
０
８
１
９

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

■
試
験
日　

２
月
18
日
（
火
）

～
19
日
（
水
）

■
試
験
内
容　

筆
記
試
験
、
口

述
試
験
、
適
正
検
査
、
身
体
検
査

■
申
込
期
限　

２
月
13
日
（
木
）

■
受
験
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
男
女

■
試
験
会
場　

県
内
の
指
定
場
所

■
採
用
時
期　

３
月
下
旬
～
４

月
上
旬

　
　

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力

本
部
柏
原
地
域
事
務
所
☎
72
‐

１
９
４
９

徴
収
課
☎
０
７
８
‐
３
６
７
‐

０
７
８
０

普
通
救
命
講
習
会
受
講
生

■
と
き　

1
月
11
日
（
土
）
午

後
1
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

消
防
本
部
訓
練
室

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

■
内
容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
、
止
血
法
な
ど

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
申

込
フ
ォ
ー
ム

■
申
込
期
限　

１
月
７
日
（
火
）

■
そ
の
他　

実
技

が
あ
り
ま
す
の
で

動
き
や
す
い
服
装

で
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　

消
防
署
（
消
防
本
部
内
）

☎
72
‐
２
２
５
５

歴
史
講
座

「
丹
波
志
」
を
読
も
う

■
と
き　

１
月
27
日
（
月
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ　

氷
上
住
民
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室

お
知
ら
せ

情報ひろば

申
問

問

講
座
・
セ
ミ
ナ
ー

申
問

問

問

問

問

問

申込フォーム
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災
害
対
策
を
学
ぶ
講
演
会
や
、

同
行
避
難
に
つ
な
が
る
し
つ
け

方
教
室
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

２
月
15
日
（
土
）

■
と
こ
ろ　

兵
庫
県
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー

■
内
容　

①
講
演「
鍛
え
よ
う
！

飼
い
主
力
と
防
災
力
」
②
愛
犬

し
つ
け
方
教
室
③
子
ど
も
向
け

イ
ベ
ン
ト

■
定
員　

①
１
２
０
人
②
午
前

午
後
各
７
組
③
午
前
午
後
各
15

組
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

■
申
込
期
間　

①
は
12
月
16
日

（
月
）～
、②
③
は
１
月
６
日（
月
）

～
31
日
（
金
）

　
　

兵
庫
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
☎
０
６
‐
６
４

３
２
‐
４
５
９
９

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
外
国

人
市
民
が
働
き
や
す
い
労
働
環

境
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
、

月
１
回
程
度
配
信
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

市
内
事
業
所

■
登
録
方
法　

二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
登
録

く
だ
さ
い
。

　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
氷
上

住
民
セ
ン
タ
ー
別
館
内
）
☎

82
‐
０
２
４
２

令
和
７
年
度
有
害
鳥
獣
の
捕

獲
活
動
団
体
を
募
集

令
和
７
年
度
に
有
害
鳥
獣
の
捕

獲
活
動
を
希
望
す
る
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

■
期
間　

４
月
１
日
（
火
）
～
令

和
８
年
３
月
31
日
（
火
）

■
申
込
期
間　

12
月
16
日
（
月
）

～
１
月
24
日
（
金
）

■
そ
の
他　

提
出
様

式
や
募
集
要
件
な
ど
、

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

農
林
振
興
課
（
春
日
庁
舎

内
）
☎
88-

５
０
２
９

阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年
事
業

「
学
ぼ
う
！
ペ
ッ
ト
防
災
展
」

被
災
地
の
事
例
か
ら
ペ
ッ
ト
の

ま
で
に
要
申
込

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
市

民
プ
ラ
ザ
内
）
☎
82
‐
８
６
８
４

事
業
者
の
み
な
さ
ん
！
多
文

化
共
生
メ
ル
マ
ガ
に
登
録
を

市
で
は
、
言
語
や
文
化
が
違
っ

て
も
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
多
文
化
共
生
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
た
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。
多
文
化
共
生
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
は
、
多
文
化
共
生
に

男
性
の
た
め
の
ホ
ッ
と
セ
ミ

ナ
ー
「
○
○
ら
し
さ
」
に
し

ば
ら
れ
な
い
生
き
方

■
と
き　

１
月
26
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ　

市
民
プ
ラ
ザ

■
講
師　

公
認
心
理
士　

西
畑

洋よ
う
へ
い平
さ
ん

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
男
性

■
定
員　

20
人

■
申
込
方
法　

電
話

ま
た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム

■
そ
の
他　

託
児
（
定
員
３
人
）

を
希
望
の
方
は
、１
月
18
日（
土
）

募　

集

学校や若い世代、スポーツや芸能界でも話題
になることが多いインターネット・SNS 上で
の誹謗・中傷などの人権侵害について、その
怖さや言葉の責任について考えるセミナーを
開催します。
■と　き　２月８日（土）午後２時 30 分～
４時 15 分※受付は午後２時～
■ところ　氷上住民センター大会議室
■講　師　スマイリーキクチさん（タレント）
■定　員　60 人程度
■申込方法　電話、FAX、申込フォーム
　七日市会館☎ 74‐2310
　氷上文化センター☎ 82‐1064  　82‐4086

第４回じんけんセミナー

インターネットと人との
かかわり合い
～突然、僕は
犯人にされた～

問

問申
問

申
問

問

問

Ｆ
申込フォーム

［ お詫びと訂正 ］［ お詫びと訂正 ］
11 月 20 日号の２ページの文中、「春
日町、」の記載が漏れ落ちていまし
たのでお詫びして訂正いたします。

（正）「丹波市は、平成 16 年 11 月
１日、氷上郡６町（柏原町、氷上町、
青垣町、春日町、春日町、山南町、市島町）
が合併して誕生しました。

申込フォーム
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付
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シ
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柏
原
図
書
館
☎
72
‐
０
３
１
３

18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分 

幼
～
小
低
※
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室
B

青
垣
図
書
館
☎
87
‐
１
１
１
１

18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分　

幼

～
小
低

春
日
図
書
館
☎
74
‐
１
６
１
１

18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分   

幼
～
小
低
※
春
日
住
民
セ
ン
タ
ー

２
階
視
聴
覚
室

山
南
図
書
館
☎
77
‐
０
３
３
６

10
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分 　

幼

※
山
南
住
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ち
ー

た
ん
ル
ー
ム
▼
25
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分　

幼
～
小
低
※
山
南
住

民
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

市
島
図
書
館
☎
85
‐
２
７
３
３

18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分　

幼

～
小
▼
25
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分　

幼
～
小
低

■
共
通
事
項　

各
子
育
て
学
習
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

♪
柏
原
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
72
‐
４
７
４
７

す
く
す
く
広
場
「
ゆ
め
っ
こ
の

H
A
P
P
Y
お
正
月
」
11
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
※
丹
波
の
森

公
苑　

図 

書 

館

読
書
会

参
加
者
募
集

お
す
す
め
の
本
を
持
ち
寄
り
、
そ

の
本
の
魅
力
を
語
り
合
い
ま
す
。

■
と
き　

11
日
（
土
）
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ　

中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

■
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

■
持
ち
物　

お
す
す
め
の
本

図
書
・
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

保
存
期
限
が
過
ぎ
た
本
を
無
料

で
譲
渡
し
ま
す
。

■
と
き　

19
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

柏
原
住
民
セ
ン
タ

ー
２
階
会
議
室
A

■
と
き　

26
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

中
央
図
書
館

※
な
く
な
り
次
第
終
了

幼
＝
幼
児　

小
低
＝
小
学
校
低
学

年　

小
＝
小
学
生　

中
央
図
書
館
☎
82
‐
７
１
０
０

11
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分　

幼

▼
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分　

幼
～
小
低

♪
氷
上
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
82
‐
８
６
８
９

み
ん
な
の
広
場
「
み
ん
な
で
お
餅

つ
き
」
18
日
（
土
）
午
前
10
時
～

11
時
30
分
※
氷
上
住
民
セ
ン
タ
ー

♪
青
垣
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
87
‐
１
９
１
９

整
う
カ
ラ
ダ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス　

21

日
（
火
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

♪
春
日
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
74
‐
３
０
４
０

マ
マ
講
座「
絵
本
の
教
室
」17
日（
金
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

♪
山
南
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
３
１
６
０

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
「
親
子
DE
お

し
ゃ
れ
な
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
」
23
日

（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

♪
市
島
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
85
‐
３
０
３
０
（
代
）

わ
か
ば
教
室
「
お
は
な
し
講
座
」

17
日
（
金
）
午
前
10
時
～
～
11
時

30
分

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
合
同
講
座

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

■
と
き　

21
日
（
火
）
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分　

■
と
こ
ろ　

健
康
セ
ン
タ
ー
ミ
ル

ネ
２
階

■
申
込
先　

各
子
育
て
学
習
セ

ン
タ
ー

美と鑑賞の憩いの場　－美術館通信－

1 月月 18 日　　日　　　　

丹波市制20周年記念・作品受贈記念

申問植野記念美術館 ☎ 82-5945

住所 / 氷上町西中 615‐４　開館時間 / 午前 10 時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）休館日 / 月曜日（祝日の場合は翌平日）　観覧料 /
一般 310 円、大学・高校生 210 円、小・中学生 100 円（ココロンカード利用可、小学生未満無料、20 人以上団体割引、障がい者割引あり）

～～ 3 月月 16 日日土土 日日

丹波の南画家　安田家三代の系譜

丹波市氷上町賀茂出身の南画家・安田虚
き ょ し ん

心は、
同じく南画家の安田鴨

こ う は

波を祖父に、安田栗
りっきょう

郷
を父に持ち、３代にわたり画家として活躍し
ました。これら安田家ゆかりの南画作品 210
点を、本年度、虚心のご遺族から丹波市に寄
贈いただきました。この作品受贈を記念し、
安田一族が長年にわたり表現の高みを追い続
けた作品の数々を紹介します。

1月の情報ひろば
中
央
図
書
館
☎
82
‐
７
１
０
０

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

お
は
な
し
会

安田鴨波《歳寒三友》
絹本墨画淡彩

1888 年 当館蔵＊開幕記念イベント
１　オープニングセレモニー（テープカット）
■と　き　１月 18 日（土）午後１時 30 分～
２　開幕記念講演会「安田家三代の南画を楽しむ」
■と　き　１月 18 日（土）午後１時 50 分～午後３時
■講　師　村田隆

た か し

志氏（大阪国際大学国際観光学科教授）
■会　場　 2 階 研修室
■定　員　50 人（要予約）
■申込方法　電話または申込フォーム

申込フォーム
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■
参
加
費　

３
０
０
円

■
持
ち
物　

好
き
な
図
案
（
縦
15
㎝

×
横
20
㎝
）、
絵
付
け
し
た
い
透
明

な
ガ
ラ
ス
製
品
（
あ
る
場
合
の
み
）

ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ
教
室

■
と
き　

16
日
（
木
）
①
午
前
９
時

30
分
～  

②
午
後
１
時
～
（
２
時
間
）

■
定
員　

各
回
４
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
そ
の
他　

完
成
品
の
引
取
は
後

日
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室

■
と
き　

17
日
（
金
）
午
前
９
時

30
分
～
（
２
時
間
）

■
定
員　

16
人

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
持
ち
物　

キ
ャ
ン
ド
ル
に
し
た

い
空
き
び
ん
（
あ
る
場
合
の
み
）

こ
う
が
や
ま
児
童
館

「
こ
ま
を
ま
わ
し
て
あ
そ
ぼ
う
」

■
と
き　

11
日
（
土
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

　

こ
う
が
や
ま
児
童
館
☎
82
‐

８
６
２
０

■
共
通
事
項　

申
込
者
３
人
以
上

の
場
合
に
開
催
（
要
電
話
予
約
）。

サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
教
室

■
と
き　

８
日
（
水
）
①
午
前
９
時

30
分
～  

②
午
後
１
時
～
（
２
時
間
）

■
定
員　

各
回
８
人

 

丹
波
布
伝
承
館

☎
80
‐
５
１
０
０
火
曜
休
館

問市民課（本庁舎内）☎ 82‐6690

nen       kin

年  金 国民年金の任意加入制度

出張年金相談（完全予約制）
■とき　３月６日（木）
午前 11 時 30 分～午後２時 30 分
■ところ　氷上住民センター
■定員　12 人
■申込期間　２月３日（月）～ 27 日（木）
■申込先　西宮年金事務所☎ 0798‐33‐
2944
※自動音声の後「２」を押して「職員に
ご用の方」を選択してください。
※当日は、年金証書・年金手帳など
基礎年金番号の分かるものを持参
ください。
※本人以外は委任状が必要です。

児
童
館

問

問

原則 65 歳から受けられる老齢基礎年金は、20 歳から
60 歳未満までの保険料の納付済期間や免除等期間が 10
年以上必要となり、40 年の納付済期間がなければ満額
の老齢基礎年金を受け取ることができません。
①老齢基礎年金の納付済期間や免除等期間が 10 年に満
たない 65 歳以上 70 歳未満の方は、国民年金に任意加
入して納付することにより、老齢基礎年金の受給要件を
満たすことができます。
②国民年金保険料の未納や未加入などにより、納付済期
間が 40 年に満たない 60 歳以上 65 歳未満の方で、年金
を受給していない方や他年金制度に加入していない方
は、国民年金に任意加入して納付することにより、老齢
基礎年金の受給額を満額に近づけることができます。
詳しくは、西宮年金事務所または市民課へお問い合わせ
ください。　
　西宮年金事務所☎ 0798-33-2944

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
丹
波

☎
78
‐
９
９
９
９
丹
波
市

ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

糸
紡
ぎ
体
験

初
心
者
の
方
に
も
わ
か
り
や
す
く

指
導
し
ま
す
。

■
と
き　

11
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

丹
波
布
伝
承
館

■
料
金　

１
，
２
０
０
円

■
そ
の
他　

要
電
話
予
約

水分れ公園はみんなの施設です  
BBQ は使用届を提出し
ごみは必ず
持ち帰りましょう

水分れ公園でバーベキューやイ
ベントを行う場合は、多目的広
場の「使用届」が必要です。無
断で使用しゴミを持ち帰らない
事案が発生していますので注意
しましょう。
また、犬は必ずリードでつなぎ、
フンを持ち帰りましょう。
公園は、多くの人が利用する公
共の場所です。ルールに従い、
一人ひとりがマナーを守って利
用しましょう。

申請及び公園利用の注意はこちら

　観光課（春日庁舎内）☎ 88-5115問

特
集
：
第
２
期

林
市
政
ス
タ
ー
ト

特
集
：
議
会
新

体
制
ス
タ
ー
ト

多
面
的
機
能

支
払
交
付
金

多
面
的
機
能

支
払
交
付
金

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍
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氷住＝氷上住民センター、柏住＝柏原住民センター、山住＝山南住民センター、
青住＝青垣住民センター、ラ＝ライフピアいちじま、春住＝春日住民センター、
本＝本庁舎、本２＝本庁第２庁舎、春庁＝春日庁舎、市プ＝市民プラザ、健ミ＝
健康センターミルネ、春福＝春日福祉センター、山福＝山南福祉センター、丹健
＝丹波健康福祉事務所

種別 相談名 日・曜日 時間 場所 問い合わせ先
消
費 消費生活相談 平日（祝日除く）午前８時 30 分～午後

５時 15 分
消費生活センター
( くらしの安全課内 )

丹波市消費生活センター☎ 82‐0996
消費者ホットライン※土日☎ 188

行
政 行政相談 ８日（山住）、９日（青住）、14 日（本）、15 日（柏住）

16 日（ラ）、21 日（春住）午後１時 30 分～３時 30 分 総務課☎ 82‐1002

人
権

特設人権相談所 20 日（ラ）、30 日（氷住）午後１時 30 分～４時 柏原人権擁護委員協議会
☎ 72‐0176常設相談所 水（祝日除く） 午前９時～午後４時 神戸地方法務局柏原支局

総合生活相談
( 隣保館相談 )

電話 平日 午前９時～午後５時 来館相談も可能 氷上文化センター ☎ 82‐1064
七日市会館☎ 74‐2310出張 ９日（山住）、23 日（青住）午後１時 30 分～４時※要予約

女性のための悩み相談

８日（市プ）、①午前 10 時 10 分～、②午前 11 時 10
分～、③午後１時～、16 日 （市プ）、①午後１時 30 分～、
②午後２時 30 分～、③午後３時 30 分～※各回 50 分、
予約優先、託児有（要予約）

男女共同参画センター
☎ 82‐8684

配偶者等からの暴力
（DV）相談 平日（祝日除く）午前８時 30 分～午後５時 15 分 丹波市 DV 相談支援センター

☎ 86‐8730
性的マイノリティ
特設電話相談

平日（祝日除く）
※要予約

午前９時～午後５時
※相談時間１回 30 分まで

人権啓発センター
☎ 82‐0242

無料登記法律相談 16 日※予約不要 午後１時 30 分～４時 柏住
岸部事務所☎ 74‐2352
※共催　県司法書士会たんば支
部・県土地家屋調査士会但馬支部

不動産無料相談会 10 日 午後１時 30 分～４時 市プ 県宅地建物取引業協会三田・丹波
支部（足立）☎ 090-1716-9075

福
祉

もの忘れ医療相談 28 日※要予約 午後２時～４時 本２ 高齢者あんしんセンター
☎ 88-5267認知症介護者のつどい「ほっと」22 日 午前 10 時～正午 春福

身体障がい者相談 ９日（山福）　午後１時 30 分～３時

障がい福祉課☎ 88‐5263知的障がい者相談 ８日※前日正午
までに要予約 午後１時 30 分～３時

※オンライン相談可 本２こころの健康相談
（障がい福祉）

23 日※前日正午
までに要予約

福祉まるごと相談 平日（祝日除く）午前８時 30 分～午後
５時 15 分 本２ 社会福祉課

※フリーダイヤル☎ 0800-200-3393くらしとお金の相談 15 日（本２）午後１時～４時

ニート・
ひきこもり相談

通常 平日（祝日除く）午前 10 時～午後４時 子ども・若者サポートセンター
☎ 86‐7101出張 平日（祝日除く）午前 10 時～午後４時

※要電話予約、相談場所は応相談

健
康 健康・栄養相談

７日（柏住）、14 日（春住）、17 日（健ミ）受付時間 /
午前９時 30 分～ 11 時　※要予約
※「減塩相談」同時開催　

健康課☎ 88‐5750

医
療

夜間医療健康相談 年中無休
午後７時～午前０時 電話相談

丹波市夜間医療健康相談ホットライン
☎ 0120‐737‐180

小児救急医療相談 年中無休　午後５時 30 分～翌午前８時 /
土日祝年末年始　午前８時～翌午前８時

子ども医療 ( 小児救急医療 ) 電話
相談窓口☎ 78‐9290

農
業 農地相談 14 日（山住）（ラ）、15 日（氷住）（青住）、16 日（柏住）

（春庁）午後１時 30 分～２時　※前日までに要予約 農業委員会事務局☎ 74‐1504

雇
用

出張職業相談 ９日（本２）、16 日（本２）、17 日（青住）、23 日（本２）、
30 日（本２）午後１時 30 分～ 4 時

丹
まごころ

ワークサポートたんば
☎ 74‐3660

キャリア相談 火・水・木（祝日除く）※要予約
午前９時～午後５時※１回 50 分 春庁

丹
まごころ

ワークサポートたんば
（特定非営利活動法人ニュートラル）

予約先☎ 080‐4233‐8530心理相談 金（祝日除く）※要予約
午前９時～午後５時※１回 50 分

1月の相談

情報ひろば
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ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す

じ
ん
け
ん    

と
び
ら

の

い
き
い
き
げ
ん
き
に
！

　
　
　
　

高
齢
者
学
級
だ
よ
り

消
費
生
活
ニ
ュ
ー
ス

人
権
啓
発
コ
ー
ナ
ー

く
ら
し
に
安
全
を

こ
ん
に
ち
は
！

問

　

体
は
細
胞
が
最
も
働
き
や
す

い
温
度
に
保
と
う
と
す
る
恒
常

性
が
あ
り
ま
す
。
外
気
温
が
下
が

る
と
体
温
維
持
の
た
め
に
、
手
足

や
、皮
膚
の
血
管
の
収
縮
に
よ
っ

て
血
流
を
低
下
さ
せ
、
体
内
の

熱
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
状
態
が
長
く
続

く
と
末ま

っ
し
ょ
う梢
の
体
温
が
下
が
り
、
運

動
不
足
や
偏
っ
た
食
事
を
す
る

人
は
熱
を
う
ま
く
作
る
こ
と
が

で
き
ず
、
貧
血
や
低
血
圧
、
姿

勢
が
悪
い
人
な
ど
は
血
液
循
環

が
悪
く
な
り
、
手
足
な
ど
の
末

端
が
冷
え
ま
す
。

　
「
冷
え
は
万
病
の
も
と
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
身

体
が
冷
え
た
ま
ま
だ
と
、
血
液
循

環
だ
け
で
な
く
、
免
疫
力
の
低
下

で
疲
れ
や
す
く
な
り
、
全
身
の
機

能
に
影
響
し
ま
す
。
冷
え
を
防
ぐ

た
め
、
運
動
を
心
掛
け
、
食
事
や

睡
眠
を
し
っ
か
り
と
っ
て
、
元
気

に
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課 

（
春
日
文

化
ホ
ー
ル
内
）
☎
88
‐
５
０
５
７

　

フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
で
自
宅

に
あ
る
不
要
品
を
出
品
し
て
売

っ
た
り
、
出
品
さ
れ
て
い
る
商

品
を
買
っ
た
り
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
手
軽
さ
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、
利
用

者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
消
費
者
間
の

ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
。

フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
の
商
品
売
買

は
、
売
る
人
と
買
う
人
の
双
方

が
個
人
の
取
引
に
な
り
ま
す
。

消
費
者
を
保
護
す
る
た
め
の
法

令
や
制
度
は
原
則
と
し
て
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
は
、

当
事
者
間
で
の
解
決
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
を
理
解
し
、
サ
イ
ト

や
ア
プ
リ
の
初
心
者
ガ
イ
ド
や

規
約
を
よ
く
読
み
、
取
引
の
ル

ー
ル
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
か

ら
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

丹
波
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
本
庁
舎
内
）
☎
82
‐
０
９
９
６    

　

日
本
最
初
の
人
権
宣
言
と
い

わ
れ
る
「
水
平
社
宣
言
」
が
読

み
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
１
０
０

年
以
上
前
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
宣
言
は
「
人
間
を
尊
敬

し
、
大
切
に
し
あ
う
こ
と
で
差

別
を
な
く
し
て
い
く
」
こ
と
を

訴
え
て
お
り
、
そ
の
後
の
人
権

に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
運
動

に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
現
代
。
そ
ん
な
今

だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
を
大
切
に

し
、
周
り
に
関
心
を
も
ち
、
そ

し
て
相
手
に
は
常
に
尊
敬
の
気

持
ち
を
も
っ
て
接
す
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
好
ま
し
い
人
間

関
係
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
が
個
人
で
で
き
る
差
別

解
消
へ
の
第
一
歩
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

差
別
を
な
く
す
の
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
で
す
。

　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
氷
上
住
民

セ
ン
タ
ー
別
館
）
☎
82
‐
０
２
４
２

フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
で
の
取
引

お
互
い
を
尊
敬
し
あ
う
社
会
を

■春日さわやか学級 いきいき体操サークル
対　象 市内在住のおおむね 60 歳以上

実施日 毎月第４水曜日
午後１時 30 分～３時 30 分

場　所 春日住民センター
会　費 3,500 円 / 年間

     市民活動課　☎ 82‐0409

冷
え
は
万
病
の
も
と

春
日
さ
わ
や
か
学
級　

い
き
い
き
体
操
サ
ー
ク
ル

　

現
在
23
人
の
会
員
が
集
い
、
月
に
１
回
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
坂

本
ま
の
先
生
に
よ
る
説
明
は
と
て
も
楽
し
く
て
わ
か
り
や
す
く
、
各

自
で
習
っ
た
こ
と
を
お
風
呂
に
入
り
な
が
ら
す
る
な
ど
生
活
の
中
で

も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
使
っ
て
い
な
い
筋
肉
を
伸
ば
し
た
り
、

ほ
ぐ
し
た
り
す
る
運
動
は
と
て
も
気
持
ち
が
良
く
、
体
操
サ
ー
ク
ル

に
入
り
定
期
的
に
運
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
体
調
が
良
く
な

っ
た
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
以
前
、
広
報
た
ん
ば
に
紹
介
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
教
室
に
通
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

身
体
を
動
か
す
こ
と
に
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
毎
日
楽
し
く
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問

問

問
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問中央図書館 ☎ 82‐7100

　おすすめ図書

　ベストリーダー情報（11 月１日～ 11 月 30 日）

一般書 児童書
順位  　本 の 名 前 作　 者
１ 俺たちの箱根駅伝  上 池井戸 潤
２ 定食屋「雑」 原田 ひ香
３ 俺たちの箱根駅伝  下 池井戸 潤
４ 迷惑な終活 内館 牧子
５ マザー 乃南アサ

順位  　本 の 名 前 作　 者

１
もったいないばあさんのてんごく
とじごくのはなし

真珠 まりこ

２ たれてる 鈴木 のりたけ
３ もったいないばあさん 真珠 まりこ
４ パンどろぼうとなぞのフランスパン 柴田 ケイコ
５ もったいないばあさんかわをゆく 真珠 まりこ

シ
リ
ー
ズ

ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う

歴史探訪

　

社
会
教
育
・
文
化
財
課
（
山
南
庁
舎
内
）

☎
70
‐
０
８
１
９

問

一般書 
『新装版 ホームレス中学生』

田村 裕／著
ワニブックス（2024.8）

児童書 
『ネコがくれたしあわせの約束』

有川 美紀子／作　織田 和恵／絵
あかね書房（2023.10）

ネコの雑誌の表紙をかざり、多彩
な芸と愛嬌で人気者になったプッ
プ、山の暴れん坊から動物病院の
人気者になったマイケルなど、小
笠原諸島で起きたノネコ保護活動
から自然との付き合い方を考える。

13 歳で突然住む家をなくし、公園
に一人住むようになった田村少年。
ダンボールで飢えをしのいだ日々
やいつも見守ってくれた亡き母へ
の想いが詰まった、麒麟・田村の
貧乏自叙伝。書き下ろし２編と兄
弟対談を加えた新装版。

　

江
戸
時
代
の
丹
波
市
域
の
人
々
は
、
ど

の
よ
う
に
生
計
を
立
て
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
「
諸し

ょ
さ
ん
ぎ
ょ
う
か
き
あ
げ

産
業
書
上
覚お

ぼ
え
ち
ょ
う
帳
」
と
い
う

史
料
が
、
山
南
地
域
の
高た

か
く
ら座
神
社
文
書
の

中
に
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
類
似
の
史
料

が
２
点
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
谷
川
村
７
か
村

の
う
ち
の
、
中
町
村
と
中
之
村
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
作
成
年
代

は
文
政
13
年
（
１
８
３
０
年
）
10
月
で
、

書
式
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

時
期
に
谷
川
村
一
帯
で
一
斉
に
調
査
が
行

わ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

中
町
村
の「
諸
産
業
書
上
覚
帳
」に
は
、

全
部
で
31
軒
分
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

項
目
は
、
世
帯
主
の
名
前
・
所
持
高
（
所

有
す
る
田
畑
の
総
計
）・
生な

り
わ
い業
が
記
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
飼
っ
て
い

る
牛
に
つ
い
て
も
記
載
が
あ
り
、
中
町

村
に
は
計
８
頭
の
牛
が
い
た
よ
う
で
す
。

　

生
業
に
関
す
る
記
載
を
み
る
と
、
中
町

村
で
は
、
農
業
だ
け
に
従
事
す
る
家
は
13

軒
、
農
業
は
せ
ず
に
豆
腐
売
り
や
医
業
、

屋
敷
へ
の
奉
公
な
ど
、
諸
商
売
の
み
を
行

 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　   

                              

井
上
　
舞

う
家
が
５
軒
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
家
は
、
農
業
の
合
間

に
副
業
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
し
た
。
副
業

の
具
体
的
な
職
業
と
し
て
は
、
旅
を
し
な

が
ら
商
品
を
売
り
歩
く
旅り

ょ
し
ょ
う商
、
地
元
廻
り

を
す
る
小
売
、
綿
や
麻
の
織
物
を
扱
う

太ふ
と
も
の
し
ょ
う

物
商
、
樹
木
を
伐
採
・
製
材
す
る
木こ

挽び
き

、
牛
の
売
買
に
携
わ
る
牛う

し
ば
く
ろ
う

馬
喰
、
そ
の

他
、
籠か

ご
ざ
い
く

細
工
職し

ょ
く

、
酒
造
、
日
雇
い
稼
ぎ
な

ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

一
方
、
中
之
村
の
史
料
は
、
後
半
が

破
損
し
て
い
る
た
め
に
正
確
な
数
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
確
認
で
き
る
約
60
軒

の
大
半
が
農
業
に
の
み
従
事
し
て
い
ま

す
。
か
つ
、
自
分
の
土
地
だ
け
で
な
く
、

他
人
か
ら
田
畑
を
預
か
っ
て
耕
作
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
た
め

か
、
牛
を
飼
っ
て
い
る
家
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
副
業
も
「
大
工
」
や
「
木こ

び

き挽
」

に
限
ら
れ
、
商
売
を
営
ん
で
い
る
よ
う

な
家
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
谷
川
村
は
、
旗
本
織
田

家
の
陣
屋
が
置
か
れ
、
地
域
の
行
政
の
中

心
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
ま
た
、
交

通
の
要
衝
で
も
あ
り
ま
し
た
。
中
町
村

の
方
が
陣
屋
や
街
道
に
近
く
、
副
業
と

し
て
諸
商
売
を
営
む
家
が
多
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
の
谷
川
村
の
副
業
事
情

××
××

××…全館休館日
□…中央図書館休館日
　　1/21～31（蔵書点検）

１月
図書館カレンダー

日  月  火  水  木  金  土    
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

××
××

××
××

××

××

×× ×× ××
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問
健
康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
ミ
ル
ネ
内
）

☎
88
‐
５
７
５
０

健康情報

　

糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
に
は
、
年
に

一
度
は
健
診
を
受
け
て
血
糖
値
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
日
頃
か
ら
「
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」
を
意
識
し
た
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

血
糖
コ
ン
ト
ー
ル
で
重
症
化
を
予
防

●　

健
診
を
受
け
て
自
分
の
血
糖
値
を
知
ろ
う
。

●　

１
に
運
動
、２
に
食
事
、し
っ
か
り
禁
煙
、

最
後
に
ク
ス
リ
。
喫
煙
は
血
管
を
傷
つ
け

る
最
大
の
原
因
で
す
。

●　

市
で
は
健
診
、
運
動
教
室
、
栄
養
教
室
、

健
康
相
談
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
重

症
化
を
予
防
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ご
う
！

　
糖
尿
病
は
、
血
液
中
の
糖
が
増
え
過
ぎ
て

血
管
が
傷
つ
き
、
全
身
に
悪
影
響
を
与
え
る

病
気
で
す
。
初
期
段
階
は
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
放
置
す
る
と
、

糖
尿
病
性
腎
症
、
糖
尿
病
性
神
経
障
害
や

糖
尿
病
性
網
膜
症
な
ど
の
合
併
症
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
、

認
知
症
な
ど
、
命
に
か
か
わ
る
病
気
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
丹
波
市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
特
定
健
診
受
診
結
果
で
は
、
男

女
と
も
に
糖
尿
病
の
指
標
の
１
つ
で
あ
る

Ｈヘ
モ
グ
ロ
ビ
ンｂ
Ａエ

ー

１ワ
ン

ｃシ
ー

検
査
項
目
の
有
所
見
率
が
県

や
全
国
平
均
に
比
べ
て
高
い
状
況
で
す
。
し

か
し
、
早
期
に
発
見
す
る
と
、
生
活
習
慣

を
見
直
す
こ
と
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き

る
病
気
で
す
。

心
当
た
り
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
健
診
を
定
期
的
に
受
け
て
い
な
い

・
健
診
結
果
に
興
味
が
な
い

・
年
々
、
血
糖
値
が
異
常
値
に
近
づ
い
て
い
る

・
高
血
糖
と
診
断
さ
れ
た
が
、
生
活
習
慣
の
改

　

善
や
、
治
療
を
受
け
て
い
な
い

・
治
療
を
中
断
し
た

　
自
己
判
断
で
受
診
を
中
断
し
た
人
は
、
自

身
の
健
康
の
た
め
に
、
す
ぐ
に
受
診
を
再

開
し
ま
し
ょ
う
。

令和５年度
特定健診受診者の HbA1c 有所見者割合 (KDB システム )
※ 有所見者：健診の結果、何らかの異常の所見が認められた人
※ HbA1c：過去 1 ～ 2 か月の平均血糖値を反映しています
※ 異常値：HbA1c　5.6％以上

問健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5750

  

材
料
（
２
人
分
）

つ
く
り
方

かぼちゃとコーンのスープ

①かぼちゃは種とワタを取り、皮を
除いて２cm 角に切る。耐熱皿に並
べて少量の水を振りかけ、ラップを
して電子レンジ（500W）で３～４分
程加熱する。やわらかくなればマッ
シャーやフォークなどでつぶす。
②鍋にオリーブ油をひき、玉ねぎを
加えて透き通るまで弱めの中火で炒
め、①と A を加えて一煮立ちするま
で混ぜながら加熱する。
③器に盛り、パセリを散らす。

かぼちゃ 200g
玉ねぎ ( みじん切り ) 50g
オリーブ油 小さじ１
A　　コーンクリーム缶 ( 無塩 ) 90g
　   牛乳 １カップ
　    コンソメ ( 顆粒 ) 小さじ１
乾燥パセリ 少々

１人分 エネルギー：約 198kcal・食塩相当量：0.7g・調理時間：約 15 分
　　　　　　　　　　　　　 ※日本食品標準成分表 2020 版 ( 八訂 ) を基に計算

 

塩分を含むコーンクリームを使用すると
きは、コンソメの量を減らします。
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　11 月 15 日～ 29 日、市内６つの認定こども園
で武庫川女子大学の学生による丹波大納言小豆を
モチーフにした絵本「いろはちゃんのだいぼうけ
ん」の読み聞かせ会が行われました。
　絵本は、令和４年度から武庫川女子大学と市の
連携事業として、市内の子どもたちに丹波大納言
小豆を知る機会を創出するために制作され、絵本
は市内の認定こども園のほか図書館にも配布を予
定しています。

武庫川女子大学と連携して制作

丹波大納言小豆の絵本が完成

認定こども園ふたばで行われた絵本の読み聞かせ

全国から色とりどりの恐竜

ティラノサウルスレースに160人

恐竜の着ぐるみをまとって全力疾走する参加者

　11 月 9 日、丹波年輪の里で恐竜の着ぐるみ姿で
競争するアメリカ発祥のイベント「ティラノサウ
ルスレース in 丹波竜の里」が開催され、全国から
集まった３歳～ 72 歳の約 160 人が参加しました。
　芝生広場では、色とりどりの恐竜たちが短い手
足を一生懸命に動かしながらコースを駆け抜けて
いました。
　また、会場では化石発掘体験、黒枝豆や栗など
の特産品の販売が行われ、参加者らは丹波市なら
ではの秋の魅力を満喫しました。

父・坂本九
きゅう

氏との思い出を披露

20周年記念事業人権のつどい

わかりやすい表現で手話を伝えながら会場といっしょに歌う大島さん

　12 月 8 日、春日文化ホールで「丹
まごころ

の里　人権の
つどい」を開催され、中学生人権作文の表彰・朗
読や大島花

は な こ

子さんによる「つながる命　大切な命」
と題したトーク＆コンサートなどが行われました。
　大島さんは、家族とのエピソードを交えながら、
父・坂本九氏の名曲「上を向いて歩こう」や「見
上げてごらん夜の星を」などを披露。幼いころか
ら慣れ親しんだ手話をしながら観客といっしょに
歌うなど、大島さんのやさしい雰囲気と歌声に会
場はあたたかい雰囲気に包まれました。

　11 月 23 日、丹波ゆめタウンポップアップホ
ールで、絵本作家の真珠まりこさんによる「おは
なし会＆講演会」が開催されました。
　講演会では「もったいないと絵本の話」と題し、
真珠さんの代表作で刊行から 20 周年を迎えた「も
ったいないばあさん」の制作裏話などを披露。「も
ったいないってどういう意味？と当時４歳の息子
に聞かれて説明できず、絵本をつくろうと思っ
た。“もったいない” は、命の大切さを伝える言葉。
そして、“敬

うやま

う心” です」と話しました。

愛されて20周年の「もったいないばあさん」作者

真
し ん じ ゅ

珠まりこさんが講演

絵本制作の裏話をする真珠まりこさん



25　　 2024.12 たんば

どどかかちちまま
すすくくっっぴぴとと

どどかかちちまま

　12 月 7 日、氷上地域の幸世交流施設付近で「さ
ちよ花火大会」とイルミネーションの点灯式が行
われました。初開催となった花火大会では、約
1,000 発の色とりどりの花火が打ち上げられ、冬
の夜空を彩りました。また、とろろ焼きや、やき
そば、おでんといった屋台もあり、参加者らは寒
さを忘れ冬のお祭りを楽しみました。

1,000発の大輪が冬の夜空を彩る

さちよ花火大会

冬の夜空を彩った花火

　11 月 18 日、看護専門学校で笹倉克
か つ と し

敏さんによ
る「在宅医療を支える看護」と題した講演を行いま
した。笹倉さんは 18 年前に 30 歳で ALS（筋

き ん

萎
い

縮
しゅく

性
せ い

側
そ く

索
さ く

硬
こ う

化
か

症
しょう

）を発症し、現在は人工呼吸器を使用
しながら在宅療養を継続しています。実習で自宅を
訪問し、笹倉さんが同病者向けに作成した ALS を
説明するスライドを見た学生が感銘を受け学校に要
望したことから、今回の学生全体への講演が実現。
　ALS 発症から現在に至るまでの心境や暮らしに
ついて、教員が代読しながら講義しました。

看護学生の心に響いた笹倉さんの講演

在宅医療を支える看護

看護学生に講義をする笹倉さん

バルーンランタンで遠
とお ま さ

政を供養

旧遠阪小で足立さん集まれ祭り
　11 月 24 日、旧遠阪小学校体育館で「全国の足
立さん集まれ祭り」が開催されました。鎌倉武士
の足立遠

と お も と

元を遠祖とし、多くの足立姓が集まる青
垣地域で令和４年からスタートして今年で３回目。
　遠坂村探究会の平岩泰

や す の り

典さんの歴史講話や足
立に関係する店舗看板の写真展のほか、風船に電
球を仕込んだバルーンランタンを浮かべ、遠元の
孫である遠政の供養祭のたいまつを現代風に復
活させた「バルーンランタン DE ナイト」も行わ
れました。

バルーンランタンで幻想的な雰囲気に包まれた会場

恐竜ファンでにぎわいをみせた

丹波竜フェスタ2024

　12 月１日、山南住民センターとやまなみホー
ル周辺で、丹波竜フェスタ 2024 が開催されまし
た。10 月に群馬県神

か ん な

流町
ま ち

へ竜学をしていたこど
も恐竜大使による報告会や、恐竜のワークショッ
プ、化石発掘体験、丹波のグルメ屋台などが行わ
れました。
　人気のため午前中に整理券の配布が終了する
体験もあるなど、会場は恐竜ファンでにぎわいま
した。

恐竜ファンでにぎわった体験ブース

特
集
：
第
２
期

林
市
政
ス
タ
ー
ト

特
集
：
議
会
新

体
制
ス
タ
ー
ト

多
面
的
機
能

支
払
交
付
金

多
面
的
機
能

支
払
交
付
金

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍



2024.12  たんば　　　26

市内交通事故発生状況

総人口　６０，１３２人         　( △７６)
　 男　   ２９，０４３人      　   ( △２８)
 　女　   ３１，０８９人        　 ( △４８)
世帯数　２６，４７５世帯   　  　   ( ２)
＊令和６年 11 月末現在・（　）内は前月比
＊住民基本台帳に基づいて掲載

死　　者　　       ０人　　  　（０）
傷　　者　       １２人       　　（４）
人身事故           １０件　　   　（３）
物損事故　　１６２件       　   （９）   
＊令和６年 11 月の状況・   （　）内は前月比

世帯数と人口

１月 21 日（火）午前 10 時～午後４時 
■ところ　本庁第２庁舎
２月５日（水）午前 10 時～午後４時 
■ところ　山南住民センター
　健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5082

１月   ５日 （日）中澤　直三 　（内科）
１月 12 日 （日）中川　泰樹     （内科）
１月 13 日 （月）宮崎　直之　（外科）
１月 19 日 （日）和久　晋三　（内科）
１月 26 日 （日）安井不二男　（心療内科）
■受付時間／午前８時 30 分～ 11 時 30 分、
午後１時～４時 30 分
■ところ／健康センターミルネ１階
※来院前に必ず☎ 88‐5800 へ電話してください。
※年末年始の応急診療は 10 ページに掲載しています。
問 健康課（健康センターミルネ内）☎ 88‐5082

献血のお知らせ
休日応急診療所当番医

問

１日あたりのごみの排出量目標値：１人４１２g
11 月の 1 日あたりのごみ排出量：１人４１６g（△１８g）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）内は前月比

みんなで家庭ごみ
減量チャレンジ！

目標値

（月）

（g）

200

400

600

416434
466

415 399 395 484
434 389

453 447 386

１人１日あたりの家庭系可燃ごみの排出量推移

436

R6.112R5.11 ２ ３ ４ ６ ７５ ８ ９ 10 11

丹波の“幸せさん”を紹介

令和６年 11 月４日　田中 想
そ う す け

侑ちゃん ( 左 )

はぴたん
HappyHappy  TambaTamba

「はぴたん‐Happy Tamba‐」では、生まれた子、
新婚夫婦、誕生日を迎える子を紹介します。市
の公式ラインで、毎月 20 日前後に
掲載者になれるクーポンを配信して
います。

出生

LINE の登録はこちらから→

誕生日

氷上町
石生

令和３年 12 月 19 日　岡田 紡
ほ の

暖ちゃん

春日町
東中

誕生日

令和５年 12 月 25 日　福垣 いち華
か

ちゃん ( 中央 )

氷上町
上成松
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11 月届出分　行政区順（敬称略）戸籍のまど
荒木　菜

な の は

乃羽　貴
たかひろ

広	 市島町梶原

グエン　フック　アン

グエン　クォック　ティン	 市島町市島

荻野　喜
き く じ

久治　95歳	 柏原町柏原

西野　　實
みのる

　89歳	 柏原町柏原

細見　亘
のぶたか

孝　83歳	 柏原町柏原

内堀　さわゑ　98歳	 柏原町柏原

岡　　昌
ま さ よ

代　81歳	 柏原町柏原

十倉　和
か ず お

夫　86歳	 柏原町南多田

亀井　紫
し お り

織　91歳	 柏原町南多田

酒井　　均
ひとし

　89歳	 柏原町東奥

小南　孝
た か お

夫　84歳	 氷上町成松

堂東　正
まさあき

明　82歳	 氷上町成松

井本　いと江
え

　102歳	 氷上町石生

徳舛　コトヱ　93歳	 氷上町市辺

福田　いせ子
こ

　99歳	 氷上町長野

梅垣　雅
ま さ き

紀　79歳	 氷上町稲畑

塚口　道
み ち お

夫　97歳	 氷上町油利

芦田　節
せ つ こ

子　94歳	 氷上町鴨内

お誕生おめでとうございます
赤ちゃん　保護者　住　所

氏　名 　年齢   住　 所 
お悔やみ申し上げます

◆外国籍の方の並び順について
１列目　赤ちゃんの氏名
２列目　保護者の氏名・住所

蘆田　なをみ　74歳	 氷上町鴨内

小田　　博
ひろし

　76歳	 青垣町佐治

足立　元
も と じ

治　81歳	 青垣町市原

足立　喜
き よ こ

代子　79歳	 青垣町沢野

仙水　幸
こ う じ

司　45歳	 青垣町東芦田

小川　林
りんいち

一　97歳	 青垣町西芦田

上村　智
ともかず

一　70歳	 青垣町大名草

平尾　博
ひろよし

美　89歳	 春日町黒井

髙見　ひさよ　89歳	 春日町七日市

足立　二
じ ろ う

郎　72歳	 春日町野上野

河南　久
ひ さ お

夫　95歳	 春日町栢野

源　　和
か ず や

哉　82歳	 春日町朝日

穴瀬　うめの　90歳	 春日町朝日

矢野　淳
じゅんこ

子　80歳	 山南町阿草

藤原　百
も も よ

代　75歳	 山南町阿草

藤原　きぬ子
こ

　94歳	 山南町上滝

友井　寛
ひ ろ こ

子　86歳	 山南町上滝

和田　房
ふ さ こ

子　89歳	 山南町池谷

村上　　榮
さかえ

　91歳	 山南町谷川

藤本　武
たけいち

市　83歳	 山南町村森

笹倉　きみ子
こ

　82歳	 山南町奥

森津　千
ち よ こ

代子　90歳	 山南町小野尻

山内　陸
り く

玖　敬
け い た

太	 柏原町柏原

久保　彩
あ い り

依莉　詩
し お り

織	 柏原町柏原

豊島　絢
あ や と

翔　悠
ゆ う た

太	 柏原町柏原

本庄　想
そ よ

陽　沙
さ や

椰	 柏原町柏原

西川　凛
り と あ

翔彩　翔
しょうご

梧	 柏原町柏原

山口　莉
り な

奈　智
ち さ と

里	 柏原町南多田

田中　　湧
わく

　唯
ゆ い と

斗	 柏原町柏原

田中　想
そうすけ

侑　裕
ゆ う や

也	 氷上町石生

足立　　蘭
らん

　優
ゆうすけ

介	 青垣町小倉

畑中　燈
ひ ま り

葵　聖
せ い や

矢	 青垣町大名草

由良　咲
さ や の

弥乃　太
た ろ う

郎	 春日町小多利

福岡　虎
た い が

雅　俊
しゅんぺい

平	春日町小多利

井上　実
み つ き

希　隆
たかふみ

史	 山南町大河

阪本　彩
あ お

桜　好
よしたか

孝	 山南町谷川

清水　楓
ふ う な

梨　慎
し ん ご

吾	 山南町谷川

津瀬　太
た い き

希　由
ゆ み こ

美子	 山南町谷川

山本　想
そ ら

來　和
か ず や

也	 山南町谷川

後藤　桃
も も せ

千　裕
ひろあき

章	 山南町井原

中岡　ふみか　慎
しんすけ

介	 山南町前川

竹安　初
は つ み

美　89歳	 山南町山本

足立　みさゑ　95歳	 山南町五ケ野

足立　光
みつとし

敏　73歳	 山南町坂尻

廣内　やゑの　95歳	 山南町和田

瀨川　敦
あ つ こ

子　93歳	 山南町前川

芦田　賢
けんぞう

三　66歳	 市島町中竹田

土田　惠
けいいち

一　73歳	 市島町下竹田

西山　富
ふ じ お

士夫　84歳	 市島町市島

芦田　なか　95歳	 市島町上垣

吉住　成
せいとく

徳　84歳	 市島町上牧

吉見　和
かずひろ

博　74歳	 市島町勅使

西畑　栄
え い こ

子　73歳	 市島町東勅使

令和２年 12 月 16 日　小森 一
い ち か

禾ちゃん ( 左 )

誕生日

令和６年 11 月５日　後藤 桃
も も せ

千ちゃん ( 右前 )

平成 30 年 12 月 22 日　後藤 唯
ゆ い と

斗ちゃん ( 右後 ) 誕生日

令和４年 12 月８日　伊賀 陸
り く と

翔ちゃん

誕生日

氷上町
市辺

山南町
井原

氷上町
上成松

出生

令和５年 12 月 25 日　山本 朱
し ゅ り

李ちゃん ( 右 )

誕生日

柏原町
大新屋
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ハザードマップや
避難所情報も
スマホで確認！

はぴたんの
クーポン配信

まずは友だち登録＆
受信設定を！

QRQRコードのコードの
読込と追加読込と追加

受信設定→受信設定→

利用者情報設定お知らせ受信設定

もう登録しましたか

防災行政無線情報が
スマホで見れる！

仕事や送迎で不在でも

ホームページへのリンク
や問合せ電話番号もある
ので便利！

誕生日や出生の
記念にどうぞ

受信設定で受信設定で
ほしい情報だけほしい情報だけ
を受け取れる！を受け取れる！

公式LINE　 が
便利でオトク！

登録はスマホで１分☆

ごみ出し通知設定

デマンドタクシーも
スマホで予約！

ごみの収集日程や
分別方法が分かる。
通知も届く！

公式 LINE 限定
プレゼント企画も

はじまるよ★

大切なお知らせや
タイムリーな情報
が届く！

便利
useful

すでに 12,000 人以上が利用しています！

便利
useful

公式 LINE では、広報紙で紹介しきれない情報やタイムリーな話
題を配信しています。災害時などの注意喚起や各種イベント情報、
広報紙の更新情報などに加え、９月からは防災行政無線放送（市
内全域放送）の情報を同時刻に配信することで、仕事や送迎など
で放送が聞けない方や耳が不自由な方などにも情報を届けられる
ようになりました。

ますます便利に、もっと使いやすく

？

今後は公式 LINE をもっと使いや
すく改良し、役立つ情報を配信
することで、市民のみなさんの
生活に欠かせない広報ツールと
して活用していく予定です。ぜ
ひ友だち登録をお願いします。

オトク
value

１ ２

総合政策課（本庁舎内）☎ 82-0916問

※災害情報など登録者全員に配信
する場合を除きます。

お知らせ受信設定でほし
い情報を選択します（必
須）。利用者情報設定は、
成人のつどいや健診など
対象年齢や地域限定の配
信の際に必要です。


